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最
後
に
、
大
学
の
同
級
生
で
あ
る
中

村
重
信
君
と
共
著
し
た
「
高
齢
期
を
楽

し
く
暮
ら
す 

―
高
齢
者
を
診
る
医
師
の

提
案
」（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
、
二
〇

二
三
）
の
最
終
章
か
ら
、
幾
つ
か
の
提

案
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
「
前
後
際
断
」。
禅
僧
・
道
元
が
「
前

後
あ
り
と
云
え
ど
も
、
前
後
際
断
せ
り
」

（『
正
法
眼
蔵
』「
現
成
公
案
」
巻
）
と
説

く
よ
う
に
、
前
（
過
去
）
と
後
（
未
来
）

は
別
も
の
で
、
過
去
の
こ
と
に
と
ら
わ

れ
ず
、
未
来
の
こ
と
に
思
い
患
わ
な
い

で
、
今
を
大
切
に
生
き
ま
し
ょ
う
。

②
「
老
い
を
恐
れ
ず
、
長
寿
の
経
験
を

活
か
す
」。
加
齢
と
共
に
肉
体
的
な
衰
え

が
あ
っ
て
も
、
長
寿
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
知
恵
と
経
験
は
大
い
な
る
財
産
で
す
。

こ
れ
を
活
か
し
、
自
ら
の
時
間
を
充
実

さ
せ
、
他
者
に
的
確
な
助
言
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
「
終
活
」。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交

響
曲
第
六
番
「
悲
愴
」
の
よ
う
に
静
か

に
幕
を
閉
じ
る
も
、
ベ
ー
ト
ー
べ
ン
の

交
響
曲
第
七
番
の
よ
う
に
華
や
か
に
締

め
く
く
る
も
、
ど
ち
ら
も
尊
い
生
き
方

で
す
。
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
最
期
の
選

択
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
。
先
生
の
お
話
は
堅
苦
し
い
説
教
で

は
な
く
、
人
生
を
楽
し
く
、
豊
か
に
生

き
る
た
め
の
温
か
い
お
話
で
、
以
来
ご

来
広
の
た
び
に
珠
玉
の
言
葉
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
に
何
冊
も
の

著
書
を
上
梓
さ
れ
、
月
に
三
回
は
徹
夜

を
さ
れ
る
と
の
こ
と
、「
夜
十
時
か
ら
翌

朝
の
六
時
ま
で
で
二
十
五
枚
く
ら
い
書

け
る
よ
」
と
の
さ
り
げ
な
い
お
言
葉
に

は
、
た
だ
た
だ
驚
嘆
と
感
銘
を
深
く
受

け
ま
し
た
。

　
先
生
が
創
設
さ
れ
た「
新
老
人
の
会
」

に
お
い
て
、
私
も
微
力
な
が
ら
元
中
国

支
部
の
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
の
理
念
は
「
愛
し
愛
さ
れ

る
こ
と
。
何
か
新
し
い
こ
と
を
創は
じ
め
る

こ
と
。
苦
難
に
耐
え
る
こ
と
」
で
あ

り
、
先
生
は
「V

ision

・V
enture

・

V
ictory

」 

の
教
え
、
そ
し
て
「keep 

on going

（
進
み
続
け
る
こ
と
）」の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
遺
さ
れ
ま
し
た
。「
老
人
」
と

い
う
文
言
は
、
本
来
は
先
輩
を
尊
ぶ
言

葉
で
、
高
齢
者
、
ま
し
て
後
期
高
齢
者

と
い
う
用
語
は
不
適
切
と
の
ご
見
解
で

し
た
。
先
生
の
信
念
は
、い
わ
ゆ
る
「
定

年
」
や
「
隠
退
」
に
は
無
縁
で
し
た
。

A 

I
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
価
値
観
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
今
こ

そ
、
私
た
ち
は
「The N

ew
 Elder 

C
itizens

」
と
し
て
の
先
生
の
教
え
を

胸
に
、
知
恵
を
持
ち
寄
り
、
社
会
に
貢

献
す
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

す
。
そ
の
後
、
京
都
大
学
、
広
島
大
学
、

大
阪
医
科
薬
科
大
学
で
外
科
お
よ
び
脳

神
経
外
科
の
研
鑽
を
積
み
、
多
く
の
恩

師
や
仲
間
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
一

九
八
〇
年
四
月
、
広
島
市
内
で
脳
疾
患

専
門
病
院
を
開
院
し
、
以
来
四
十
五
年

間
地
域
医
療
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

二
〇
〇
一
年
十
一
月
、
日
野
原
先
生

が
学
会
で
広
島
に
お
越
し
に
な
り
、
九

十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
と

会
食
を
共
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

　

私
は
一
九
三
九
年
一
月
、
広
島
県
佐

伯
郡
沖
村（
現
・
江
田
島
市
）に
生
ま
れ
、

沖
村
小
学
校
、
広
島
市
内
の
修
道
中
学

校
・
高
等
学
校
を
経
て
、
一
九
六
三
年

に
京
都
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
。

当
時
は
卒
後
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
が
あ
り
、

私
は
聖
路
加
国
際
病
院
で
十
九
大
学
か

ら
二
十
四
名
の
仲
間
と
共
に
一
年
間
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に

心
に
残
る
の
は
、
循
環
器
内
科
で
日
野

原
重
明
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
で

す
。
あ
る
と
き
「
質
問
に
答
え
ら
れ
な

い
イ
ン
タ
ー
ン
が
い
る
」
と
噂
が
立
っ

た
際
、
先
生
は
「
い
や
、
梶
川
君
は
急

性
期
心
筋
梗
塞
の
E
C
G
変
化
に
つ
い

て
、
S
T
上
昇
と
異
常
Q
波
を
的
確
に

診
断
し
て
い
た
よ
」
と
擁
護
し
て
く
だ

さ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
若
き
日
に
頂

い
た
こ
の
よ
う
な
温
か
い
励
ま
し
は
、

今
で
も
私
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま

「
御
跡
を
慕
い
て
我
は
行
く
」
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今
回
の
講
演
会
は
、
昨
今
の
国
際
情
勢
を

踏
ま
え
て
“
平
和
”
を
願
わ
れ
た
日
野
原
先

生
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
当
会
の
思
い

か
ら
早
乙
女
愛
氏
に
講
師
を
依
頼
し
ま
し
た
。

愛
氏
は
、
幼
い
頃
か
ら
父
で
あ
り
作
家
の
故

早
乙
女
勝
元
氏
の
取
材
に
同
行
し
て
、
国
内

外
の
戦
跡
を
訪
ね
て
育
た
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
二
〇
〇
八
年
の
十
二
月
に
聖

路
加
国
際
病
院
に
お
い
て
収
録
さ
れ
た
勝
元

氏
に
よ
る
日
野
原
先
生
へ
の
未
発
表
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
、
こ
の
講
演
会
で
公
開
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
幸
運
に
巡
り
合
い
ま
し

た
。
愛
氏
が
読
売
新
聞
の
取
材
の
な
か
で
、

今
回
の
講
演
会
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
初

公
開
す
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
八
月
十
六
日

の
読
売
新
聞
の
夕
刊
紙
面
で
紹
介
さ
れ
た
の

で
す
。
読
売
新
聞
で
知
っ
た
と
い
う
、
平
和
を

願
う
人
た
ち
が
、
戦
争
に
つ
い
て
語
る
日
野

原
先
生
の
映
像
に
関
心
を
も
ち
多
数
参
加
さ

れ
、
特
に
若
い
世
代
の
人
が
多
い
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
二
本
の
映
像
を
は
さ

み
な
が
ら
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

勝
元
氏
の
日
野
原
先
生
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
は
、
勝
元
氏
が
中
心
と
な

り
設
立
さ
れ
た
民
立
民
営
に
よ
る
「
東
京
大

空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
」
に
寄
贈
さ
れ

た
一
枚
の
伝
単（
米
軍
に
よ
る
宣
伝
ビ
ラ
）で
、

そ
れ
に
は
聖
路
加
国
際
病
院
が
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。
勝
元
氏
は
、
こ
れ
を
日
野
原
先
生

に
届
け
た
い
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
機
会
を
得

ら
れ
た
の
で
す
。
好
奇
心
旺
盛
な
日
野
原
先

生
は
、
伝
単
を
見
て
ご
自
身
の
空
襲
体
験
を

語
り
始
め
、
戦
時
に
は
「
大
東
亜
中
央
病
院
」

と
改
名
さ
れ
て
い
た
聖
路
加
国
際
病
院
で
負

傷
者
の
治
療
に
当
た
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
話

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
野
原
先
生
は
学
生
時
代

に
結
核
に
罹
患
さ
れ
た
た
め
に
軍
部
に
召
集

さ
れ
ず
、
医
師
と
し
て
病
院
で
患
者
の
治
療

に
当
た
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
大
空
襲
の

際
に
は
、
全
く
薬
が
な
い
中
で
千
人
も
の
患

者
に
、
火
傷
の
治
療
と
し
て
新
聞
紙
を
焼
い

て
粉
に
し
て
傷
に
振
り
か
け
る
以
外
に
何
も

で
き
ず
死
に
ゆ
く
人
々
を
看
送
っ
た
と
、
日
野

原
先
生
は
苦
渋
の
表
情
で
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
先
生
は
こ
の
無
念
の
思
い
を
生
涯
も
ち

続
け
て
お
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
思
い
が
聖
路
加
国
際
病
院
の
改
築
時

に
生
か
さ
れ
て
、
ス
イ
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
に
学
び
、
病
棟
の
み
な
ら
ず
廊
下
や
チ
ャ

ペ
ル
の
壁
の
中
に
も
酸
素
吸
入
の
た
め
の
パ

イ
ピ
ン
グ
設
備
を
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

後
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
際
に
多
く
の
方

の
命
を
救
う
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
あ
の
時
の
日
野
原
先
生
の
機
敏
な
動
き
は
、

戦
時
の
無
念
さ
が
生
か
さ
れ
た
結
果
だ
っ
た

の
で
す
ね
。

　

ま
た
、
日
野
原
先
生
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
、
京
都
大
学
の
医
学
生
時
代
に
、
京
都

大
学
出
身
の
細
菌
学
者
で
七
三
一
部
隊
の
隊

長
で
あ
っ
た
石
井
四
郎
氏
の
講
義
を
受
け
た

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
日
本
軍
が
中
国
で

行
っ
た
残
虐
行
為
や
捕
虜
を
コ
レ
ラ
や
チ
フ

ス
な
ど
の
細
菌
に
感
染
さ
せ
た
人
体
実
験
の

映
画
を
見
せ
ら
れ
た
と
も
語
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
兵
士
た
ち
が
感
染
病
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
な
さ
れ
た
研
究
が
、
戦
時
下
で
は
次
第

に
国
の
た
め
と
の
目
的
に
か
わ
り
、
知
性
や

早
乙
女
愛
氏
（
映
像
編
集
者
）　
講
演
会

早
乙
女
愛
氏
（
映
像
編
集
者
）　
講
演
会

「〝
今
日
〞と
い
う
日
を
ど
う
語
る
？
未
来
の
人
た
ち
へ
伝
え
る

「〝
今
日
〞と
い
う
日
を
ど
う
語
る
？
未
来
の
人
た
ち
へ
伝
え
る

命
の
物
語
〜
日
野
原
重
明
先
生
の
映
像
記
録
か
ら
〜
」

命
の
物
語
〜
日
野
原
重
明
先
生
の
映
像
記
録
か
ら
〜
」

二
〇
二
四
年
十
月
六
日　
13
時
30
分
〜
16
時　
ホ
テ
ル
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
参
加
者
１
１
４
名

講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
集
い

歴
史
認
識
の
あ
る
一
般
の
医
学
生
た
ち
が
、
命

を
守
る
こ
と
か
ら
人
を
殺
す
人
体
実
験
を
自

ら
始
め
て
し
ま
う
こ
と
を
目
の
あ
た
り
に
さ

れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
野
原
先
生
は
「
戦

争
は
ど
ん
な
人
を
も
鬼
に
す
る
」
と
考
え
ら

れ
、
戦
争
を
根
底
か
ら
無
く
す
「
非
戦
」
を

私
た
ち
に
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
、

被
害
者
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
加
害
者
の
側

面
を
持
つ
も
の
で
も
あ
り
、
国
家
の
た
め
と
目

的
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
人
を
鬼
に
変
え
て

し
ま
い
ま
す
。
痛
い
歴
史
を
も
忘
れ
ず
に
振

り
返
る
こ
と
、
ま
た
様
々
な
歴
史
を
繋
げ
て

考
え
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
人
の
命
を
守
り

平
和
に
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
野
原
先
生
や
勝
元
氏
が
亡
く
な
り
、
そ

の
足
跡
が
遺
さ
れ
た
資
料
や
記
録
を
分
析
し

編
集
し
て
私
た
ち
に
提
示
し
て
く
だ
さ
る
若

い
世
代
の
愛
氏
の
活
動
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
二
万
八
〇
〇
〇
円

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ【
令
和
六
年
能
登
半
島
地

震
災
害
義
援
金
】へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講演中の早乙女愛氏



誌
上
句
会
『
ト
キ
メ
キ
句
会
』　
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第7条. マップアプリを使ってみよう
　行きたい場所までの経路を検索し、迷わず目的地へ。
やってみよう   近所のお店を検索してルートを調べてみましょう！
第8条. 日常の予定を管理する
　カレンダーアプリに予定を入力してみよう。
やってみよう   予定を書き込んでみましょう。
第9条. 写真や動画を撮影して思い出を残す
　カメラを使って大切な瞬間を記録しましょう。
やってみよう   好きな景色や家族の笑顔を撮影してみましょう。
第10条. オンライン講座や動画で学ぶ
　YouTubeを見てみよう。
やってみよう    興味のある動画を探してみましょう。
第11条. スマホで楽しみを見つける
　アプリや機能を活用し、自分に合った楽しみを発見！
やってみよう    新しいアプリに挑戦してみましょう。

第１条. スマホの基本を確認しよう
　電源の入れ方、Wi-Fi接続、画面の操作方法を覚えましょう。
やってみよう   まずは電源を入れたりWi-Fiをつなぐ練習をしてみ

ましょう！
第2条. 天気やニュースをチェックしよう
　日常的に役立つ情報をスマホで確認する習慣をつけます。
やってみよう   天気予報アプリやニュースアプリを開いてみましょう。
第3条. 無料通話アプリで家族や友人との連絡を
　LINEで家族や友人とつながりましょう。
やってみよう   家族にメッセージを送ってみましょう！
第4条. インターネットで検索しよう
　分からないことや趣味の情報を検索すると世界が広がります。
やってみよう   気になる言葉を検索してみましょう。
第5条. 写真や書類を友達に送ろう
　写真や書類をLINEで共有してみましょう。
やってみよう   撮った写真を友達に送る練習をしてみましょう。
第6条. 健康管理アプリの利用
　歩数計アプリを使ってみよう。
やってみよう   今日の歩数をアプリで確認しましょう。

　
選
句
と
鑑
賞　
飛
鳥　
蘭

　
俳
句
に
は
「
詠
む
」
と
「
読
む
」
と
い
う
二

つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
自
分
の
句
を
作

る
、
次
に
他
の
人
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
、
と
も
に
同
等
な
両
輪
で
す
。

　
作
者
は
十
七
音
を
駆
使
し
て
、
句
を
仕
立
て

ま
す
。
そ
の
句
を
ど
の
よ
う
に
読
も
う
と
読
み

手
の
自
由
で
す
。
作
者
の
句
意
と
は
関
係
な
く
、

読
み
手
の
知
識
や
経
験
、
想
像
力
を
駆
使
し
て

句
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　
今
回
は
ト
キ
メ
キ
句
会
の
優
等
生
、
弘
幸
さ

ん
の
句
を
揚
げ
て
鑑
賞
し
、
俳
句
の
読
み
方
、

季
語
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
象
る
や
う
に
落
葉
朽
ち

弘
幸

　

吹
か
れ
た
り
踏
ま
れ
た
り
し
て
、
朽
ち
て
し

ま
っ
た
落
葉
、
そ
れ
が
北
海
道
を
連
想
す
る
形

に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。
象
る
、が
い
い
で
す
ね
。

上
京
の
機
音
高
し
初
し
ぐ
れ

弘
幸

　

上
京（
カ
ミ
ギ
ョ
ウ
）
は
西
陣
織
の
町
で
す
。

加
え
て
、
季
語
の
時
雨
は
、
今
は
冬
の
通
り
雨

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
、
京
都

の
時
雨
を
言
う
言
葉
で
す
。
既
に
類
句
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、一
度
は
詠
ん
で
み
た
い
句
材
で
す
。

冬
天
の
青
を
そ
の
ま
ま
海
の
色

弘
幸

　
冬
天
、
の
季
語
は
こ
の
国
の
気
候
に
よ
っ
て
、

太
平
洋
側
は
晴
れ
が
多
く
乾
燥
し
た
空
、
日
本

海
側
は
、
雪
雲
の
覆
う
ど
ん
よ
り
し
た
空
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。
揚
句
は
前
者
で
す
ね
。

【
次
回
の
ご
案
内
】

締
切　
２
月
20
日

兼
題　
梅
（
傍
題
可
）
他
当
季
雑
詠
二
句

メ
ー
ル
投
句　

viridia@
icloud.com

水
口
緑
ま
で

葉
書
投
句　
〒
1
6
8
-
0
0
6
4
杉
並
区

永
福
4
-
28
-
24   

飛
鳥
蘭
宛

問
合
せ
先　
0
3
-
3
2
6
5
-
1
9
0
9

デジタル庁デジタル推進委員
伴　 克子（東京会員 福岡在住）初心者のためのスマホ講座⑦初心者のためのスマホ講座⑦

コ
ン
サ
ー
ト

植
村
理
一
氏
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）
と

下
城
瑠る

五い

子こ

氏
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

ご
夫
妻
に
よ
る
弦
楽
二
重
奏

四
十
分
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
演
奏
の
間
に
は
、
二
つ
の
楽
器
の
大

き
さ
や
音
色
の
違
い
に
つ
い
て
実
際
に
音
を

出
し
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
く
な
ど
、
興
味

深
く
ま
た
心
洗
わ
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ロ　
無
伴
奏
組
曲
パ
ル
テ
ィ
ー

タ
第
２
番
ニ
短
調
B
W
V
.
1
0
0
4
よ
り

「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」
J
.
S
.
バッハ
作
曲

ヴ
ィ
オ
ラ
ソ
ロ　
無
伴
奏
組
曲
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
第

2
番
ニ
短
調
B
W
V
.
1
0
0
7
よ
り

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
/
ア
ル
マ
ン
ド
/
コ
レ
ン
テ

J
.
S
.
バッハ
作
曲

　デジタル推進委員の伴　克子です。みなさんはスマホと脳の関係ってご存知ですか？脳外科医の内野勝行先生の『退屈ボケの
処方箋脳はスマホで若返る』によると、スマホを使うことで脳は新しい刺激を受け、活性化します。シニアにとってデジタルはいい
ことだらけ！と書かれています。シニアのみなさんへのメッセージとして「みなさんは人類史上初めてスマホを手にしたシニアです」と。
　「スマホ活用10 ヶ条＋1」を作ってみました。一緒にやってみませんか？

スマホ講座を開催します。皆さまのご参加をお待ちしています。
　日時：2025年1月27日（月）13:30 ～15:00
　場所：NAKANO HAKO（東京都 中野駅南口 徒歩2分）
　会費：会員 1,000円　一般 1,500円
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個人・家族会員 5,000円
賛助会員 （一口）10,000円

「新老人の会」東京

会員募集中！
年 会 費

2024年　会員数220人（188件）
2023年　会員数225人（218件）

■発行所　日野原重明記念「新老人の会」東京　〒102-0082 東京都千代田区一番町29-2 進興ビル４階　電話・FAX：03-3265-1909　
Eメール：t.shinrojin@ɡmail.com　ホームページアカウント：https://shinrojin.com/　■発行人 石清水由紀子　■編集責任者 五百木幸子　■印刷 佐川印刷株式会社

　新しい年を迎えましたが、戦禍のウクライナ、ガザの人々、国内の被災地の皆様には
未だに厳しい寒さが襲っていることに思いを馳せ、１日も早い終息そして穏やかな日常
が戻ることをお祈りいたします。
　戦後80年の節目の年に当たり、戦後生まれの人が大半を占めるなか、当会の目標を再
認識して活動を展開していきたいと思います。同封のチラシにあります4月5日の「戦前・
戦中・戦後の絵本：あの頃、こんな絵本があった」の催しは、「東京大空襲・戦災資料
センター」の見学も兼ねています。皆様のご参加に加えて、次代を担う若い世代の方々
をお誘いいただければ幸いです。

編 集 後 記

　

川
越
は
江
戸
時
代
か
ら
の
城
下
町
、

今
で
は
蔵
造
り
の
町
並
み
な
ど
で
、

「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」と
し
て
年
間
七

百
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
七
日
㈭
十
一
時
、
十
六
人
が
川
越
駅
に
集
合
、

川
越
在
住
の
会
員
で
「
川
越
蔵
の
会
」
メ
ン
バ
ー
の
大
室

章
氏
の
案
内
で
、
駅
前
か
ら
東
武
バ
ス
「
札
の
辻
」
停
留

所
ま
で
乗
車
、
散
策
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
初
め
の
「
菓
子
屋
横
丁
」
は
、
ハ
ッ
カ
や
ニ
ッ
キ
飴
な

ど
の
昔
の
駄
菓
子
、
煎
餅
・
饅
頭
な
ど
、
皆
さ
ん
、
童
心

に
帰
っ
た
か
の
よ
う
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
次
に
「
川
越
ま
つ
り
会
館
」
へ
。「
川
越
ま
つ
り
」
は
、

十
月
の
第
三
土
・
日
に
開
催
さ
れ
、
二
日
間
の
観
光
客
が

　
　
　
　
①
講
演　
菅
谷
昭
先
生
（
元

松
本
市
長
・
N
P
O
法
人
「
い
の
ち
と
平

和
の
森
」会
長
）に
よ
る「
い
の
ち
・
平
和
・

生
き
が
い
を
磨
き
守
る
春
風
秋
雨
の
旅
を

顧
み
て
」
と
題
し
て
、
聖
路
加
国
際
病
院

で
の
研
修
に
始
ま
り
、
信
州
大
学
で
の
研

究
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
、
松
本

市
長
お
よ
び
松
本
大
学
学
長
と
様
々
な
分
野
で
の
活
動
に

つ
い
て
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
の
ご
講
演
。

②
円
卓
会
議　
小
山
和
作
先
生
（「
新
老
人
の
会
」
全
国

連
絡
会
代
表・熊
本「
新
老
人
の
会
」会
長
）の
司
会
で
、
各

会
の
活
動
報
告
、
抱
え
て
い
る
問
題
点
、
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
来
年
は
東
京
で
の
開
催
と
決
定
。

　
昨
年
の
全
国
連
絡
会
で
の
要
望
を
受
け
、
東
京
で
作
成

イ
ベ
ン
ト
報
告

小
江
戸
川
越
散
策

七
十
万
人
を
超
え
、
山
車
行
事
は
、
二
〇
一
六
年
に
「
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
メ
イ
ン「
蔵
の
街
」は
、
明
治
二
十
六
年
の
川

越
大
火
後
、
耐
火
建
築
で
あ
る「
蔵
造
り
」を
採
用
、
今
の

街
並
み
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
川
越
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

の
「
時
の
鐘
」
は
、約
三
九
〇
年
も
の
間
、時
を
刻
み
続
け
、

「
映
え
る
」
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
正
浪
漫
夢
通
り
」
と
名
付
け
ら
れ
た
商
店
街
を
見

物
し
な
が
ら
、
旧
日
本
酒
造
会
社
の
三
棟
の
蔵
を
改
造
し

た
「
小
江
戸
蔵
里
」
で
遅
め
の
昼
食

を
い
た
だ
き
、
自
由
解
散
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
希
望
者
十
名
ほ
ど
で
「
喜

多
院
」に
向
か
い
、
江
戸
城
よ
り
移
築

さ
れ
た「
家
光
公
誕
生
の
間
」「
春
日
の

局
化
粧
の
間
」な
ど
を
見
学
、
歩
数
は

一
万
歩
を
優
に
超
え
て
い
ま
し
た
。

し
た
「
新
老
人
の
会
」
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
二
十
分
）
を
上
映
。

「
新
老
人
の
会
」
の
理
念
、
発
足
当
時
か
ら
の
活
動
が
映
像

と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
よ
く
分
か
る
と
好
評
で
し
た
。

③
夕
食
交
流
会　
一
年
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾
み
、
ま
た

新
た
な
繋
が
り
も
生
ま
れ
、
全
国
連
絡
会
の
意
義
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　「
い
の
ち
と
平
和
の
森
」
訪
問
。
約
四
六
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
森
は
、二
〇
〇
九
年
に
「
新
老
人
の
会
」

信
州
支
部
の
活
動
と
し
て
創
設
、
N
P
O
法
人
と
し
て
運

営
し
て
お
り
、
日
野
原
重
明
先
生
の
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

小
澤
征
爾
氏
の
カ
エ
デ
を
始
め
様
々
な
樹
木
が
植
林
さ
れ

て
い
ま
す
。
植
え
ら
れ
て
い
る
木
の
中
か
ら
選
ん
で
寄
付

を
す
る
、
あ
る
い
は
自
分
で
好
き
な
木
を
植
林
し
て
も
良

い
と
の
こ
と
。
松
本
大
学
「
平
和
創
造
研
究
会
」
の
学
生

も
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
下
草
を
刈
る
作
業
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
フ
ル
ー
ト
の
生
演
奏
も
あ
り
、最
後
は
皆
で「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
。
昼
食
は
深
志
荘
に
て
日
野
原
先
生
が
絶
賛
さ
れ

た
信
州
蕎
麦
に
舌
鼓
。
来
年
も
有
意
義
な
東
京
開
催
を
と

皆
の
想
い
が
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

日　時： 2025年4月5日㈯ 13:00～16:00
会　場：東京大空襲・戦災資料センター
参加費：1,000円（入館料込み・会員価格）

　正置友子先生は、1973年に千里青山台団地
で青山台文庫を始め、子どもたちに絵本を読み
聴かせる活動を続けてこられました。
　50歳を過ぎてイギリスに留学、ヴィクトリア時

代の絵本研究で、ローハンプトン大学大学院より博士号
（PhD文学）を取得。イギリスで、初めて日本の絵本原画
展を開催。その後、大阪大学大学院臨床哲学に入学、博
士号（学術）を取得され、聖和大学教授を経て、現在も
青山台文庫、絵本学研究所を主宰しておられます。
　正置先生の長年の研究から収集された資料をもとに、
歴史を振り返り、未来に向かう道筋を、共に学ぶ機会に
なればと思います。皆様のご参加をお待ちしています。

２
０
２
４
年
10
月
26
日  

14
時
30
分
〜
松
本
市
ア
ル
ピ
コ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

10
月
27
日  

13
時
30
分
〜
松
本
市
「
い
の
ち
と
平
和
の
森
」

参
加
者
９
つ
の
会
か
ら
40
名
（
内
東
京
よ
り
17
名
）

ご案内

「戦前・戦中・戦後の絵本：あの頃、こんな絵本があった」
－絵本を通して、歴史に学び、未来を拓く－

はがき：氏名・住所・電話番号・講演会参加と書いて下記までお送りください。

メール：氏名・電話番号・講演会参加と記載して下記メールアドレスまで送信ください。
t.shinrojin@gmail.com

2025 年4月5日（土）13:00 〜 16:00
会場：東京大空襲・戦災資料センター

日時：2025 年 4 月 5 日（土）13:00 〜 16:00
会場：東京大空襲・戦災資料センター
主催：「「新新老老人人のの会会」」東東京京
共催：　正正置置友友子子先先生生講講演演会会実実行行委委員員会会
参加費：1000 円（会会員員価価格格　入入館館料料込込みみ）
定員：70 名

プロフィール
1940 年　名古屋市に生まれる。
1965 年　結婚と同時に大阪の千里ニュータウンに住む。
1973 年　青山台団地にて青山台文庫を開始する。子どもたち、100 人が押しかける。開設場所を地域に移動。
1994 年　イギリスに留学。2001 年、ヴィクトリア時代の絵本研究で世界で初めての本格的な研究として、

ローハンプトン大学大学院より博士号（PhD 文学）取得。
2001 年　イギリスで初めての日本絵本原画展を開催する。
2012 年　大阪大学大学院臨床哲学に入学。博士号（学術）を取得。
聖和大学（現、関西学院大学）教授を経て、現在も青山台文庫、絵本学研究所を主宰。

主な著書
『A History of Victorian Popular Picture Books』『イギリス絵本留学滞在記』『メルロ・ポンティと〈子どもと絵本〉
の現象学－子どもたちと絵本を読むということ－』

『生きるための絵本―命生まれるときから命尽きるときまでの絵本 127 冊』（以上、風間書房）など講師　正置友子先生

申し込み方法

【会場案内】
〒136-0073　東京都江東区北砂1丁目5-4　
☎03‐5857‐5631

【電車でお越しの方】
清澄白河駅（大江戸線・半蔵門線B1出口集合）
都バス葛西駅前行きバス　12：11　12：33
でご一緒に行けます。北砂一丁目下車

【タクシーでお越しの方】
　錦糸町・東陽町からが便利です。

〒 102-0082　東京都千代田区一番町 29-2 進興ビル 4 階「新老人の会」東京
メールアドレス：t.shinrojin@gmail.com　　電話：03-3265-1909（お問い合わせのみ）

講演詳細

撮影：土門拳

26
日

27
日

報告
日
野
原
重
明
記
念
「
新
老
人
の
会
」

全
国
連
絡
会
　
松
本
集
会

正置友子先生（絵本研究家）講演と「東京大空襲・戦災資料センター」見学会
「戦前・戦中・戦後の絵本：あの頃、こんな絵本があった」―絵本を通して、歴史に学び、未来を拓く―


